
 

 

 

 

 

                  「学校総合体育大会入間西部予選会」を終えて 

学校総合体育大会入間西部予選会が終了しました。私はすべての会場に行き、子供たちのはつらつとしたプレーを

観させてもらいました。スポーツには勝ち負けがあります。優勝した人、上位大会への出場を決めた人もいれば、悔し

い思いをした人もいるでしょう。しかし、大切なのは結果だけではありません。大会に向けて練習を重ねてきたこと、苦

しい場面でも仲間を励ましたこと、最後まで諦めずに戦い抜いたこと、その一つ一つが成長の証だと思います。勝った

人（団体も含む）は感謝の気持ちを忘れずに、負けた人（団体も含む）は悔しさを次の挑戦への力にしてください。 

勝った回数ではなく、挑戦した回数で人生は豊かになる！ 

【大会の結果】 

◎学校総合体育大会（6月 11日・12日・18日） 

〈女子卓球部〉 

・団体戦 優勝 県大会出場 

・個人戦 シングルス 優勝  県大会出場 9年酒井彩愛 

・個人戦 ダブルス 2位 県大会出場 9年安藤実優・和田みすずペア 

 ダブルス 3位 9年椿 紗英・8年小林歩実ペア 

〈男子ソフトテニス部〉 

・団体戦 優勝 県大会出場 

・個人戦 1位 9年林 琉心・新井大輝ペア県大会出場  2位 9年金田竜ノ輔・水上怜皇ペア県大会出場 

        3位 9年山田啓斗・林 一颯ペア県大会出場  3位 9年久留結翔・亀山智輝ペア県大会出場 

〈サッカー部〉 

・地区大会へ出場【６/２７（土）】→２勝すると県大会出場へ 

〈女子ソフトテニス部〉 

 ・団体戦 1回戦惜敗 

〈女子バスケットボール部〉 

 ・１回戦惜敗 

※全校児童生徒で行う学校総合体育大会壮行会では、吹奏楽部は勇気づけられる素晴らしい演奏をしてく

れ、美術部は各部活動ごとに力強い黒板アートをしてくれ、応援をしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のキーワード「対話・創造・挑戦・交流・表現」 

学校教育目標 

○自立  かんがえる子・じょうぶな子 

○創造  かんどうする子 

○共生 なかよくする子 

だ い の 風  
義務教育学校 

日高市立武蔵台小中学校 

令和８年６月２４日 ６月号


